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開
かいざんさい

山祭

平成30年2月20日発行〈昭和51年12月1日発刊〉
“ボッチャ”って知

し

ってる？
No.146

ぼらっちくん

長野県社会福祉協議会
社会福祉法人

各
か く こ う

校のボランティア・地
ち

域
い き

活
か つ ど う

動の紹
しょう

介
か い

茅
ち の

野市
し

立
り つ

 玉
た ま が わ

川小
しょう

学
が っ こ う

校

各
か く こ う

校のボランティア・地
ち

域
い き

活
か つ ど う
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 ●発
はっこう

行／お問
と

い合
あ

わせ●

チャイルドライン
0120-99-7777フリー

ダイヤル

18歳
さい

までの子
こ

どもがかける「子
こ

ども専
せんよう

用の電
で ん わ

話」

困
こま

っているとき、悩
なや

んでいるとき、なんとなく

★ちょっといいにくいことでも、名
な ま え

前は言
い

わなくて

　いいので安
あんしん

心して話
はな

してください。

チャイルドラインはみなさんの赤
あか

い羽
は ね

根共
きょうどうぼきん

同募金が役
やく

立
だ

てられています。

「だれかに話
はな

したい」 、そんなとき……
気
き

軽
がる

にかけてください。

あか は ね きょうどうぼきん やく だ

みんなに
カードが届

とど

くよ。
フリーダイヤルで
かけてね！

★お説
せっきょう

教はしません。

　どんなことでも、

　いっしょに考
かんが

えます。

みんなの笑
え

顔
が お

のために!! リーダーは6年
ね ん せ い

生!!

『自
じ

慢
ま ん

できる学
が っ こ う

校』をめざして

　児
じ

童
どう

会
かい

活
かつどう

動では、みんなに笑
え

顔
がお

になってほしいと、今
こ

年
とし

も、学
がっこう

校花
か

壇
だん

だけでなく、コミュニティ道
どう

路
ろ

の花
か

壇
だん

の

花づくりに取
と

り組
く

んでいます。また、種
たね

から育
そだ

てた苗
なえ

を

公
こうかい

開参
さんかん

観日
び

に地
ち

域
いき

の方
かた

にお譲
ゆず

りしたり、寄
よ

せ植
う

えを近
ちか

く

の保
ほ

育
いく

園
えん

、消
しょうぼうしょ

防署、老
ろうじん

人福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

に贈
おく

ったりしています。

　地
ち

域
いき

の方
かた

から「ありがとう」「きれいだね」と言
い

ってい

ただき、「花
はな

を育
そだ

ててよかった。これからも頑
がん

張
ば

ろう」

と思
おも

いました。

　学
がっこう

校の自
じ

慢
まん

の一
ひと

つとしてすすんで働
はたら

く伝
でんとう

統が、これ

からも続
つづ

いていってほしいと思います。

梗
きょう

小
しょう

学
がっこう

校は、自
じ

慢
まん

できる学
がっこう

校をめざしています。

そんな自
じ

慢
まん

の一つに、学
がっこう

校中
じゅう

で地
ち

域
いき

のために働
はたら

く姿
すがた

があります。毎
まいとし

年、６年
ねんせい

生が率
そっせん

先して働
はたら

く姿
すがた

がお手
て

本
ほん

になっているので、今
こ

年
とし

は僕
ぼく

たちが頑
がん

張
ば

ってきました。

　学
がっこう

校の隣
となり

には地
ち

域
いき

の方
かた

や保
ほ

育
いく

園
えん

の子
こ

どもたちも利
り

用
よう

する広
ひろ

場
ば

やコミュニティ道
どう

路
ろ

があります。ここは、秋
あき

に

なると一
いちめん

面に落
お

ち葉
ば

が広
ひろ

がり、冬
ふゆ

は雪
ゆき

で道
どう

路
ろ

が埋
う

まって

しまいます。こんな日
ひ

は「みんなが使
つか

っている場
ば

所
しょ

をき

れいにしよう」と、登
とうこう

校後
ご

に自
じ

主
しゅ

的
てき

に落
お

ち葉
ば

はきや雪
ゆき

か

きをやっています。

桔
き

い草
くさばな

花や虫
むし

などを見
み

つけると丁
ていねい

寧に説
せつめい

明してくださるの

でとても勉
べんきょう

強になります。豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

を学
まな

びながら、委
い

員
いん

会
かい

の方
かたがた

々と交
こうりゅう

流して楽
たの

しく登
のぼ

ることができるので、ま

た行
い

きたくなります。

　これまでにも交
こうりゅう

流をいかして、案
あんないばん

内板を立
た

てたり、

植
しょくぶつ

物や史
し

跡
せき

のハンドブックを作
つく

ったりました。それを役
やく

立
だ

てながら、今
こ

年
とし

は４年
ねんせい

生が小
こ ず み

泉山
やま

の伝
でんせつ

説や植
しょくぶつ

物・生
い

き

物
もの

（昆
こん

虫
ちゅう

）について調
しら

べて学
がくしゅう

習を深
ふか

めています。

　これからも地
ち

域
いき

の方
かたがた

々との交
こうりゅう

流を深
ふか

めなが

ら小
こ ず み

泉山
やま

に学
まな

び、私
わたし

たちのふるさとには、こん

なすばらしい自
し

然
ぜん

があることを地
ち

域
いき

に広
ひろ

めて

いきたいと思
おも

います。

フォーエバー、小
こ ず み

泉山
や ま

ふるさとの里
さ と

山
や ま

、小
こ ず み

泉山
や ま

は学
ま な

びの宝
ほ う

庫
こ

川
がわ

小
しょう

学
がっこう

校の近
ちか

くには、ふるさとの里
さとやま

山、小
こ ず み

泉

山
やま

があります。私
わたし

たちは、「ふるさと玉
たまがわ

川にま

なぶ」という願
ねが

いから、小
こ ず み

泉山
やま

に登
のぼ

って自
し

然
ぜん

に親
した

しみ、

人
ひと

との交
こうりゅう

流を深
ふか

めています。

　毎
まいとし

年５月
がつ

の終
お

わりごろには「小
こ ず み

泉山
やま

登
のぼ

ろう月
げっかん

間」が始
はじ

まり、全
ぜんこう

校児
じ

童
どう

が姉
し

妹
まい

学
がくねん

年（学
がっきゅう

級）でペアになって登
のぼ

り

ます。少
すこ

しきつい坂
さか

もありますが、ペアで

励
はげ

まし合
あ

って登
のぼ

ることで絆
きずな

を深
ふか

め、仲
なか

良
よ

く

なることができます。

　また、「小
こ ず み

泉山
やま

体
たいけん

験の森
もり

創
そうぞう

造委
い

員
いん

会
かい

」とい

う組
そ

織
しき

の地
ち

域
いき

の方
かたがた

々がガイドとなり、珍
めず

し

玉
た ま

山
さんのう

王小
しょうがっこう

学校では、今
こんねん

年度
ど

から県
けん

の実
じっせんてき

践的安
あん

全
ぜん

教
きょういく

育総
そうごう

合支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

に参
さん

加
か

し、防
ぼうさい

災への意
い

識
しき

を高
たか

める活
かつどう

動を行
おこな

っています。

あの震
しんさい

災を

忘
わす

れないで

消
しょうぼうしょ

防署にて

いつも

きれいな花
はな

を
ありがとう。

長
なが

野
の

市
し

立
りつ

 山
さ ん の う

王小
しょう

学
が っ こ う

校の取
と

り組
く

み防
ぼ う さ い

災タウンページを使
つ か

って親
お や

子
こ

で防
ぼ う さ い

災学
が く し ゅ う

習

道
どう

路
ろ

の雪
ゆき

かき

今
いま

では活
かつどう

動が全
ぜんこう

校に広
ひろ

がっています。広
ひろ

場
ば

の落
お

ち葉
ば

はき

地
ち

域
いき

の方
かた

も楽
たの

しみにしている花
か

壇
だん

保
ほ

育
いく

園
えん

からいただいた
メッセージ

♪ぼくらも　歌
うた

おう～
この いのちかぎりー

フォーエバー 小
こ ず み

泉山
やま

♪

小
こずみ

泉山
やま

の歌
うた

「守
まも

ろう、育
そだ

てよう小
こずみ

泉山
やま

」を歌
うた

います。

　　　
姉
し

妹
まい

学
がくねん

年で小
こ ず み

泉山
やま

登
と

山
ざん

この生
い

き物
もの

、

何
なに

かなあ？

小
こずみ

泉山
やま

の植
しょくぶつ

物案
あんない

内

小
こずみ

泉山
やま

植
しょくぶつ

物ハンドブック

みんなが

通
とお

りやすい
ようにしよう。

珍
めず

しい木
き

の実
み

を
みつけました。

スペシャルオリンピックス（S
エスオー

O）とは？
　知

ち

的
てき

障
しょう

がいのある人
ひと

たちにスポーツトレーニングの機
き

会
かい

を
提
ていきょう

供したり、スポーツボランティアを育
いくせい

成したりなど、いつでも
スポーツに取

と

り組
く

める環
かんきょう

境づくりを行
おこな

っています。4年
ねん

に一
いち

度
ど

行
おこな

われる世
せ

界
かい

大
たいかい

会や全
ぜんこく

国大
たいかい

会なども開
かいさい

催しています。

障
し ょ う

がい者
し ゃ

スポーツの大
た い か い

会

ユニファイド スポーツ® って知
し

ってる？

　スペシャルオリンピックス日
にっぽん

本・長
なが

野
の

では、知
ち

的
てき

障
しょう

がいのある

人
ひと

（アスリート）と障
しょう

がいがない人
ひと

（パートナー）

がチームを組
く

んでスポーツする「ユニファイドス

ポーツ®」という取
と

り組
く

みを行
おこな

っています。

　パートナーはアスリートを支
ささ

えるだけでなく、

アスリートから支
ささ

えられ、お互
たが

いに尊
そんちょう

重しあえる

関
かんけい

係が築
きず

けます。

ユニバーサルスポーツとは、高
こうれい

齢になっても、

障
しょう

がいがあっても、大
お と な

人でも子
こ

どもでも、

みんなが一
いっしょ

緒に楽
たの

しめるスポーツのことです。

　　　

東
とう

御
み

市
し

では、ユニバーサルスポーツ
であるボッチャをとおして、スポー
ツのバリアフリー化

か

と地
ち

域
いき

のつなが
りづくりを進

すす

めています。

ボッチャって
どんな意

い み

味？

①ボールのこと
②投

な

げること
③小

ちい

さな点
てん

のこと

問
とい

1

ボッチャクイズの答
こ た

え

6世
せい

紀
き

のイタリアで現
げんざい

在のルールの原
げんけい

型が

考
かんが

え出
だ

されました。20 世
せい

紀
き

には重
おも

い障
しょう

が

いのある人
ひと

も参
さん

加
か

できる競
きょう

技
ぎ

になりました。

問
と い

2-②
イタリア語

ご

で“ボール”を意
い み

味する単
たん

語
ご

か

らきています。

問
と い

1-①

障
し ょ う

がいによりボールを投
な

げることができな

くても、「ランプ（勾
こうばい

配具
ぐ

）」と呼
よ

ばれる

用
よう

具
ぐ

を使
つか

い、自
じ

分
ぶん

の意
い し

思を介
かい

助
じょ

者
しゃ

に伝
つた

えること

ができれば参
さん

加
か

できます。

問
と い

4-①

ボッチャとは？

　2016年のリオデジャネイロ・パラ

リンピックで日
にっぽん

本代
だい

表
ひょう

が銀
ぎん

メダルを

獲
かく

得
とく

したことから広
ひろ

く知
し

られるよう

になりました。

　ボッチャは障
しょう

がいのある人
ひと

もない人
ひと

も関
かんけい

係なく、勝
か

ち負
ま

けがあって、うれしさやくやしさを経
けいけん

験することが

できます。車
くるま

いすの生
せい

徒
と

がボッチャをみんなと一
いっ

緒
しょ

に

体
たいけん

験して「とても楽
たの

しかった」と言
い

ってくれました。

障
し ょ う

がいのある人
ひ と

とチームを組
く

んで行
お こ な

う

赤
あか

・青
あお

のそれぞれのボールを6球
きゅう

ずつ、
投
な

げたり、転
ころ

がしたり、ほかのボールに当
あ

てたりして、
白
しろ

のジャックボールにいかに近
ちか

づけるかを競
きそ

います。

災
さいがい

害のとき、連
れんらく

絡のとり方
かた

を
親
おや

子
こ

で確
かくにん

認しました。

公
こうしゅう

衆電
でん

話
わ

の災
さいがい

害用
よう

伝
でんごん

言ダイヤル
を実

じっさい

際に使
つか

って、自
じ

分
ぶん

の居
い

場
ば

所
しょ

や
安
あん

否
ぴ

を連
れんらく

絡してみました。

防
ぼうさい

災タウンページにある学
がっこう

校周
しゅう

辺
へん

の地
ち

図
ず

を使
つか

って、昔
むかし

善
ぜんこう

光寺
じ

地
じ

震
しん

が起
お

きたときに
できた断

だんそう

層の跡
あと

などを確
たし

かめました。

もし地
じ

震
しん

が起
お

きたときにどこに避
ひ

難
なん

した
らいいか、地

ち ず

図を見
み

ながら考
かんが

えました。
N
エヌティーティー

TTタウンページの方
かた

が講
こう

師
し

親
おや

子
こ

で災
さいがい

害が起
お

きたときの
事
こと

を考
かんが

えたことがなかった
ので、よい機

よ

会
かい

でした。

いざというときの
ことを考

かんが

えて
いきたいです。

ボッチャは、身
か ら だ

体に重
お も

い障
しょう

がいのある人
ひ と

のために
考
かんが

え出
だ

された競
きょう

技
ぎ

で、パラリンピックの正
せ い し き

式種
し ゅ も く

目です。
障
しょう

がいのある人
ひ と

もない人
ひ と

も、年
ねん れ い

齢にも関
かん け い

係なく、
みんなで楽

たの

しめます。

ボッチャは、どれだけ多
お お

くのボールを
白
し ろ

い目
もくひょう

標球
きゅう

（ジャックボール）に
近
ち か

づけられるかを競
き そ

い合
あ

う競
きょう

技
ぎ

です。
冬
ふ ゆ

のスポーツのカーリングに似
に

ています。

ルール

赤に2点
2-0

青に3点
0-3

青に2点、赤に1点
1-2

障
しょう

がいのある人
ひ と

もない人
ひ と

も、
スポーツをとおして

いろんな人と交
こ う り ゅ う

流しよう！

する

ささえる

みる

ユニファイドサッカー

する、みる、ささえる
で、スポーツを
楽
た の

しもう！

パラリンピック

障
し ょ う

がいのある人にとっても、運
うんどう

動は体
からだ

の機
き

能
のう

を高
たか

めるために大
たいせつ

切なものです。目
もくひょう

標に

向
む

かって体
からだ

を動
うご

かしたり、ほかの人
ひと

と競
きそ

い合
あ

った

りするよろこびは、すべての人
ひと

に共
きょうつう

通です。

障
しょう

がいのある人にとってのスポーツ

デフリンピック

スペシャルオリンピックス（S
エスオー

O）

競
きょう

技
ぎ

ごとの大
た い か い

会

障
しょう

がい者
しゃ

スキー、車
くるま

いすバスケットボール
など、競

きょうぎ

技ごとに世
せ

界
かい

大
たいかい

会があります。

聴
ちょうかく

覚障
しょう

がいがある人
ひと

が参
さん

加
か

する大
たいかい

会です。

障
しょう

がいのあるトップアスリートが出
しゅつじょう
場する国

こくさい
際

競
きょう
技
ぎ
大
たいかい
会です。夏

か き
季大
たいかい
会と冬

とう
季
き
大
たいかい
会があり、4

年
ねん
に一
いち
度
ど
オリンピックと同

おな
じ年
とし
に開
かいさい
催。2020

年
ねん
には東

とうきょう
京大
たいかい
会が開

かいさい
催されます。

ボッチャ クイズ
答
こた

えは左
ひだり

下
した

にあるよ。

永
なが

井
い

 匠
たくみ

 さん
長
なが

野
の

県
けん

ボッチャ協
きょうかい

会

自
じ

分
ぶ ん

でボールを
投
な

げられない人
ひ と

も
参
さ ん

加
か

できる？
①参

さん

加
か

できる
②参

さん

加
か

できない

問
とい

4
目
もくひょう

標球
きゅう

（的
ま と

）となる
白
し ろ

いボールの名
な

前
ま え

は？

①ホワイト ボール
②ジャック ボール

問
とい

3

どこの国
く に

で生
う

まれた競
きょう

技
ぎ

？
①ブラジル

問
とい

2
②イタリア ③インド

問
と い

3-②

ボールを投
な

げられなくても、小
ちい

さ
なすべり台

だい

のような「ランプ」を
使
つか

って、ボールを転
ころ

がします。

介
かいじょしゃ

助者は、選
せんしゅ

手の指
し じ

示どおり
ランプを動

うご

かします。介
かいじょしゃ

助者
は試

し

合
あい

中
ちゅう

コートを見
み

れません

①先
せんこう

攻の人
ひと

がまず、ジャックボール（白
しろ

球
だま

）を投
な

げ、続
つづ

けて持
も

ち球
だま

（赤
あか

球
だま

）を１個
こ

投
な

げる。
②後
こうこう

攻の人
ひと

が持
も

ち玉
だま

（青
あお

玉
だま

）を１個
こ

投
な

げる。
③以

い ご

後、ジャックボールに遠
とお

い方
ほう

がボールを１個
こ

ずつ
投
な

げ合
あ

う。
④6球

きゅう

すべて投
な

げ終
お

えたら得
とくてん

点をつける。

国
こくさいたいかい

際大会などでは、障
しょう

がいの程
てい

度
ど

により 4つのクラスに
分
わ

かれます。男
だんじょ

女の区
く

別
べつ

はありません。

競
きょう

技
ぎ

は、個
こ

人
じん

戦
せん

、2対
たい

2のペア戦
せん

、
3対
たい

3のチーム戦
せん

があります。

【得
とくてんれい

点例】

 東
とう

御
み

市
し

の取
と

り組
く

み

障
しょう

がい者
しゃ

スポーツの全
ぜんこくてき

国的な祭
さいてん

典。毎
まいとし

年開
かいさい

催。
しょう しゃ ぜんこくてき さいてん

全
ぜ ん こ く

国障
しょうがいしゃ

害者スポーツ大
た い か い

会
（代

だ い ひ ょ う て き

表的なもの）

白
し ろ

い目
もく

標
ひょう

球
きゅう

は、ジャックボールと呼
よ

びま

す。

障
しょう
がい者

しゃ
スポーツは、

公
こうへい
平な条

じょうけん
件で競

きょう
技
ぎ
を行

おこな
うため、

障
しょう
がいの程

てい
度
ど
によって、

用
よう
具
ぐ
やルールが工

くふう
夫されています。

　競
きょう
技
ぎ
大
たいかい
会にふれる機

き
会
かい
があれば、

さまざまな障
しょう
がいのある

アスリートたちの活
かつやく
躍を

　観
かんせん
戦し応

おうえん
援しましょう。

ジャックボールに近
ちか

い方
ほう

が勝
か

ち。
そして敵

てき

ボールよりも何
なん

個
こ

近
ちか

づけられたか、
その個

こ

数
すう

が得
とくてん

点となります。

東
とう

御
み

市
し

のボッチャの体
たいけんかい

験会

写
しゃしん

真提
ていきょう

供：東
とうしん

信ジャーナル社
しゃ

ボッチャは楽
た の

しい競
きょう

技
ぎ

です

パラリピアンの
メダリストの方

かた

と
一
いっしょ

緒にボッチャを
体
たいけん

験！

第
だい

1回
かい

全
ぜんこく

国ユニファイドサッカー大
たいかい

会

写
しゃしん

真・協
きょうりょく

力  公
こうえき

益社
しゃだん

団法
ほうじん

人スペシャルオリンピックス日
にっぽん

本・長
なが

野
の赤

あか

に２点
てん

●2-0●
青
あお

に3点
てん

●0-3●
青
あお

に２点
てん

、赤に1点
てん

●1-2●


